
１１９ 昭和時代 政党から軍部へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 若槻Ⅱ 内閣＞(民政党)   

 

1931.6 中村大尉事件  (満州) 

1931.7 万宝山事件  (満州) 

1931.9.18  柳条湖事件  

 

1931.9.21 若槻内閣不拡大方針    

 

 

世論… 

 

1931.12 若槻内閣、閣内不統一で総辞職 

 

＜ 犬養毅 内閣＞の外交(立憲政友会)   

1932.2月 関東軍が 満州全土占領  

 

 
1932.3月 満州国  建国宣言 
  
 執政… 溥儀 (1934 年に皇帝に変更) 
 理念… 五族協和 (日･満･漢･朝･蒙)  
 首都… 新京 (奉天) 
 防衛…関東軍に委任。 
 関東軍…ソ連国境に集中配備。 
 
 
犬養内閣…満州国をすぐに承認せず。 
 

＜ 犬養毅 内閣＞の内政(立憲政友会)   

(  高橋是清  大蔵大臣)の管理通貨制度 

1932 金輸出再禁止  (金本位制を停止) 

 

 

1932～34 時局匡救事業  

 

  

 

1932～ 農山漁村経済更生運動  

 

1933 イギリスを抜いて綿織物輸出世界一  

 

 

 

 

 

1933 世界に先駆けて 

   世界恐慌以前の生産水準を回復 

 

 

1933 重化学工業生産額＞繊維工業生産額 

1934 官営八幡製鉄所や室蘭の日本製鋼所など

を大合同して半官半民の 日本製鉄会社 設立 

→ 明治以来の悲願の鋼材自給達成 

1938 重化学工業生産額が軽工業生産額を上回る 

 

英国、日本を ソーシャルダンピング と非難 

 

→英国、ブロック経済圏を形成し日本排除 

 

 

日本経済、アメリカへの依存度 を高めた 

 

※農村の惨状 


